
３／１６（土）砺波市との連携事業としてエンディングノートの書き方教室を開催
しました。（セミナー時間１時間 参加者は６１名）

講師は担い手代理店アイ保険エージェンシー（株）の
中村さん、今年度３回目のご講演ありがとうございました。

「富山弁が出てしまった！！」とのツカミから、流暢な
話術でエンディングに関する各種情報（遺影・家系図・
緊急連絡先・介護に関する希望など）を説明されるとともに
能登半島地震を受け地震保険の認定方法まで、多岐に
渡ったお話をしていただきました。
すでに４月もある自治会さまで開催が決定しており、地域のみなさまのお役に
立つ活動、担い手代理店さまとともにますます加速していきます。

【アンケートより】
◆今まであまり考えたことがなかったので、参考になりました。少しずつ考えて
いきたいと思います。

◆話も上手く、分かりやすかったです。余裕ができたらエンディングノートを書い
てみようと思います。

◆あまり関係のなかったことでしたが、整理する必要を感じさせられました。更に
このような研修をしてほしいです。
◆エンディングノートをいただいたので書いてみようと思います。
◆フランクなお話しぶりで良く理解できました。
◆ノートの存在を知ったことで、少し今後について考えるきっかけになりました。

◆自分の気づきを書くきっかけになりました。ポイントが書かれているので、参考
になりました。あわてず、出来ることからやってみます。
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砺波市でエンディングノートの書き方教室を開催③！
～何から始める？初めての『終活』最期まで自分らしく～

書き方教室風景＆アンケートより

できることから
ひとつひとつ

いい日 撮り鉄♪ Belles montagnes et mer ～べるもんた～

会場の真横にＪＲ城端線が走っており、中村さんから「小西さん、『べるもんた』が
走るよ～」との超耳寄り情報を入手。鉄男の血が騒ぎ、中村さんとともに激写し
てきました（嬉） 今度はＪＲ氷見線を走る雄姿を狙いたいです！


